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和光市公園利活用のための検討業務委託 

公募型プロポーザル実施要領 

１ 目的及び趣旨 

本要領は、和光市公園利活用のための検討業務委託について、価格のみならず、企画提案書、プレ

ゼンテーション、業務実施体制等の内容を総合的に評価し、本業務の目的を最も効果的に達成できる

事業者を選定するため、公募型プロポーザルを実施するに当たり、必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 業務概要 
（１）業務名称 

和光市公園利活用のための検討業務委託 

（２）業務内容 

別紙「和光市公園利活用のための検討業務委託特記仕様書」のとおりとする。なお、特記仕様書内

で規定した業務の内容は、本業務に必要と思われる事項を示したものであり、特記仕様書に掲載のな

い事項についての提案を妨げるものではない。 

（３）対象範囲 

市内都市公園 2４公園及び白子三丁目（仮称）第１公園の合計 2５公園とする。 

※埼玉県管理の和光樹林公園及び指定管理者が管理するアーバンアクア公園を除く 

（４）履行期間 

契約締結日から令和９年３月３１日まで 

（５）委託料上限額 

５，０００，０００円以内（消費税及び地方消費税を含む。） 

（６）選定方法 

公募型プロポーザル方式 

（７）契約方法 

公募型プロポーザル方式による随意契約とする。 

（８）委託料の支払い 

委託料の支払いは、業務完了後、受託者からの請求に基づき支払うものとする。 

 

 

 



2 
 

３ 実施スケジュール 
本プロポーザルは、次のスケジュールで実施する。なお、下記のスケジュールは都合により変更する

場合がある。変更が生じた場合は、適宜、和光市ホームページで案内する。 

内容 日程 
実施要領等の公表・配布 令和８年７月２９日（水） 
質問書提出期限 令和８年８月 ４日（火） 
質問に対する回答 令和８年８月 ６日（木） 
参加申込書等提出期限 令和８年８月１２日（水）１６時まで 
参加資格確認結果及び企画提案書提出要請通知 令和８年８月１４日（金） 
企画提案書等提出期限 令和８年８月２１日（金）１６時まで 
審査（プレゼンテーション） 令和８年８月２８日（金） 
審査結果の通知 令和８年９月上旬予定 
契約締結 令和８年９月中旬予定 

 

４ 参加資格要件 
本プロポーザルに参加できる者は、参加申込書提出時点において、次に掲げる要件をすべて満たす法 

人とする。なお、複数の事業者による共同提案は認めないものとする 

（１）本業務を確実に遂行する能力を有する者であること。 

（２）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

（３）国税及び地方税を滞納していない者であること。 

（４）会社更生法（昭和１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立てをしている者（更生手続

開始の決定を受けている者を除く。）又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手

続開始の申立てをしている者（再生手続開始の決定を受けている者を除く。）でないこと。 

（５）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第７７号）第 2 条第 2 号から第 6

号に該当する団体又は団体に所属するものではないこと。 

（６）過去２年間に手形交換所による取引停止処分を受けた者又は過去６か月以内に手形若しくは小切手

の不渡り事故を出した者でないこと。 

（７）下請代金の支払の遅延、特定資材等の購入の強制等、下請契約関係について不適当な行為をした者

でないこと。 

（８）安全管理の改善に関する労働基準監督署等からの指導に対し改善を行わない状態が継続している者

又は当該状態が継続しており、労働基準局等から市に通報があった者でないこと。 

（９）特記仕様書に定める管理技術者、照査技術者及び担当技術者を配置できること。 
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５ 質問及び回答 

本プロポーザルについて質問がある場合は、次のとおり質問票を提出すること。ただし、企画提案書 

等を作成する上で必要な事項に限る。なお、口頭又は電話による質問は受け付けない。 

（１）提出書類 質問票（様式１１） 

（２）提出期限 令和８年 8 月４日（火） 

（３）提出方法 電子メール 

（４）電子メールの件名 「和光市公園利活用のための検討業務委託プロポーザル質問（事業者名）」と

すること。 

（５）提出先 「１３ 問い合わせ先」に記載のメールアドレスのとおり 

（６）質問に対する回答 質問に対する回答は、一括して取りまとめ、令和８年８月６日（木）に和光市

ホームページに掲載する。なお、回答内容は、本実施要領、特記仕様書、審査基準書、様式集の追加

又は修正として取り扱うものとし、回答に対する再質問は認めない。 

 

６ 参加申込書及び企画提案書等の提出 

本プロポーザルに参加する者は、本実施要領、特記仕様書、審査基準書、様式集の内容を十分に確認
した上で、以下の内容に留意して提出すること。 

（１）参加申込書等の提出 

本プロポーザルへの参加を希望する者は、次の書類を提出すること。 

ア 参加申込書（様式１） 

イ 会社概要書（様式２） 

ウ 業務実績調書（様式３） 

過去５年以内に国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体が発注し完了した業務のうち、公園

及び都市計画に関する内容を含む業務実績を最大 2 つまで記載すること。 

業務実績ごとに、様式の記載項目に則り記載すること。 

記載した業務の実績を証明できる契約書の写し、テクリス登録確認書、各業務実績の特記仕様
書及び業務内容が分かる書類を提出してください。 

なお、公園及び都市計画に関する内容を含む業務とは、表－１テクリス業務実績データを参照

すること。 
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表－１ テクリス業務実績データ 

評価対象 
国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体が発注し完了した業務のうち、公園及び都市計画

に関する内容を含む業務内容を含むもの 

業務分野 造園 都市・地方計画及び都市整備 

業務段階 

公園、緑地、広場、スポーツ・レクリエーション施設 都市・地方計画、都市施設 

企画、調査計画 企画、調査計画 

 

エ 業務実施体制（様式４） 

本業務の実施体制、管理技術者、照査技術者、担当技術者各担当者の役割分担を記載するこ

と。 

オ 配置予定技術者の経歴（様式５） 

配置予定技術者１名につき１枚作成すること。氏名、所属、雇用関係、保有資格、実務経験等
を記載すること。 

保有資格を記載した場合は、資格者証の写しを添付すること。 

配置予定技術者ごとに、過去 10 か年以内に国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体が発注

し完了した業務のうち、公園又は緑地に関する内容を含む業務実績を最大 2 つまで記載（担当技
術者は除く）すること。 

業務実績ごとに、様式の記載項目に則り記載すること。 

記載した業務の実績を証明できる契約書の写し及び、テクリス完了登録、技術者実績確認書(業
務実績詳細)のいずれか、及び特記仕様書、業務内容が分かる書類のいずれかを提出してくださ

い。 

なお、公園及び都市計画に関する内容を含む業務とは、表－１テクリス業務実績データを参照

すること。 

カ 参考見積書及び内訳書（様式８） 

委託料上限額の範囲内で作成すること。追加又は別途の経費が生じないよう見積額を提示する

こと。 

内訳書（任意様式）を添付すること。 

なお、学識経験者に係る費用については１０万円で見積もること。 

キ 誓約書（様式９） 

ク 納税証明書 

（１） 法人税並びに消費税及び地方消費税の納税証明書（その３の３）＜写し可＞ 

    ・税務署が発行したもので、申込日前３か月以内のものとする。 



5 
 

（２） 法人市民税の納税証明書＜写し可＞ 

    ・申請する事業者が和光市内にある場合に提出すること。 

    ・直近１年分の納税証明で、申込日前３か月以内に交付されたものとする。 

（２）参加申込書等の提出期限 

令和８年８月１２日（水）１６時まで 

（３）参加申込書等の提出方法 

郵送又は持参により提出すること。郵送の場合は、提出期限までに必着とし、配達完了が確認でき

る方法により提出すること。持参の場合は、土曜日、日曜日及び祝日を除く９時から１６時までに提

出すること。 

提出書類は、書面で提出するほか、電子データを電子メールで提出すること。 

提出先は「１３ 問い合わせ先」のとおり 

（４）参加資格確認及び企画提案書提出者の選定 

市は、参加申込書等の提出があった者について、参加資格要件を満たしているかを確認する。 

参加資格要件を満たしている者が 4 者を超える場合は、「和光市公園利活用のための検討業務委託

審査基準書」に基づき、業務実施体制及び参考見積書に係る評価を行い、評価点の高い者から上位４
者を企画提案書等の提出対象者として選定する。 

なお、参加資格要件を満たしている者が４者以下の場合は、原則として、参加資格要件を満たす全

ての者を企画提案書等の提出対象者とする。 

上位４者の選定において、同点により順位の決定が必要となる場合は、参考見積額が低い者を上位

とする。 

参考見積額も同額である場合は、提案事業者の業務実績評価点が高い者を上位とし、これも同点で

ある場合は、配置予定技術者の評価点が高い者を上位とする。 

（５）参加資格確認結果及び企画提案書提出要請の通知 

市は、６ 参加申込書及び企画提案書等の提出（４）参加資格確認及び企画提案書提出者の選定を

踏まえ、企画提案書等の提出対象者となった者に対し、参加資格確認結果を通知する。 

参加資格要件を満たさないと判断した者には、その旨を通知し、当該者は本プロポーザルに参加す 

ることができないものとする。 

また、参加資格要件を満たしている者が４者を超える場合において、上位４者に選定されなかった
者には、その旨を通知し、当該者は企画提案書等を提出することができないものとする。 

企画提案書等の提出対象者として選定した者には、企画提案書等の提出を要請するとともに、令 

和８年８月１４日（金）までに、プレゼンテーションに係る日時、場所その他必要な事項を電子メー
ルにて通知するものとする。 

（６）企画提案書等の提出 
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企画提案書等の提出対象者として通知を受けた者は、次の書類を提出すること。 

ア 提案書表紙（様式６） 

イ 企画提案書(様式６－１～６－５) 

ウ 工程計画表（様式７） 

（７）企画提案書の記載事項 

企画提案書には、特記仕様書及び審査基準書を踏まえ、次の事項について記載すること。テーマご

とにインデックスを貼付し、検索しやすくすること。 

ア 業務実施方針等 

イ 公園利活用方策の検討に必要な調査及び分析 

ウ 公園利活用方策案の作成 

エ 公園利活用検討委員会の運営支援 

オ 独自の提案事項 

（８）企画提案書の作成方法 

ア 用紙は原則としてＡ４判横向き、横書きとすること。 

イ 文字サイズは１０．５ポイント以上とすること。ただし、図表、注記、添付資料を除く。 

ウ 企画提案書は、表紙及び目次(Ａ４判横向き)を除き、１２ページ以内とすること。 

エ 企画提案書の項目ごとのページ配分は自由とする。 

オ 必要に応じて、図表、地図、フロー図等を用い、分かりやすく記載すること。図表も含めて 
１２ページ以内に収めること。 

カ 副本には、提案者を特定できる名称、ロゴ、所在地、氏名その他の情報を記載しないこと。 

キ 企画提案書の各審査事項における独自の提案事項を記載する場合は、独自提案の部分に独自の

提案の範囲がわかるように表示をすること。また、独自の提案事項だけを１枚にまとめたものを
作成すること。 

（９）工程計画表の記載事項 

工程計画表には、契約締結から令和９年３月３１日までの業務工程を記載すること。特記仕様書６
委託する業務の内容を踏まえ作成すること。 

（10）企画提案書等の提出部数 

ア 正本 １部 

イ 副本 ９部 

ウ 電子データ １式 

（11）企画提案書等の提出期限 

令和８年８月２１日（金）１６時まで 

（12）企画提案書等の提出方法 
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郵送又は持参により提出すること。郵送の場合は、提出期限までに必着とし、配達完了が確認でき

る方法により提出すること。持参の場合は、土曜日、日曜日及び祝日を除く午前９時から１６時まで
に提出すること。 

提出書類は、書面で提出するほか、電子データは、電子メール又は市が指定する方法により提出す

ること。 

提出先は「１３ 問い合わせ先」のとおり 

 

７ プレゼンテーションの実施 

（１）実施日 

令和８年８月２８日（金）。詳細な時間及び場所は、企画提案書等の提出対象者として選定した者 

に別途通知する。 

（２）実施場所 

和光市役所内を予定する。 

（３）出席者 

プレゼンテーションに出席できる者は、１提案者につき３名以内とする。なお、管理技術者として

配置を予定する者を含めること。 

（４）実施時間 

１提案者当たり４０分以内とし、準備５分以内、説明１５分以内、質疑応答１５分以内、片付け５

分以内とする。 

（５）注意事項 

ア プレゼンテーションは、提出した企画提案書に基づき実施すること。 

イ 企画提案内容を分かりやすく説明するものとし、提出後の追加提案や追加資料の配布は認めな

い。 

ウ プロジェクター及びスクリーン、HDMI ケーブルは本市が用意し、パソコン等その他に必要な

機器は出席者が用意すること。 

８ 審査及び選定方法 

（１）審査方法 

審査は、和光市公園利活用のための検討業務委託事業者選定委員会が、提出された企画提案書、プ

レゼンテーションを評価し、事務局が、業務実施体制、参考見積書等を評価した上で総合的に審査を

行う。 
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（２）審査基準 

評価項目及び配点は、別紙「和光市公園利活用のための検討業務委託審査基準書」のとおりとす

る。 

（３）評価点 

受託候補者の選定に係る評価点は、企画提案、プレゼンテーション、業務実施体制及び参考見積書

により算定する。 

（４）参考見積の取扱い 

参考見積は、委託料上限額の範囲内で本業務の実施に必要な経費が適切に見積もられているかを確

認するとともに、審査基準書に定めるところにより評価する。 

（５）優先交渉権者の選定 

各提案者の企画提案内容等について、各選定委員が評価を行い、提案者ごとに選定委員評価点の平

均点を算出する。平均点に小数点以下の端数が生じた場合は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第

１位まで求めるものとする。 

当該平均点に、審査基準書に基づき事務局が評価する業務実施体制の評価点と参考見積の評価点の

合計を加えた点数を評価合計点とし、評価合計点が最も高い提案者を優先交渉権者とする。併せて、

評価合計点の順位に基づき、次点者を特定する。 

ただし、最も高い評価合計点が評価合計点の満点の６割に満たない場合は、優先交渉権者として特

定せず、該当者なしとする。 

（６）同点の場合の取扱い 

評価点の合計が同点の場合は、審査基準書における「（２）公園利活用のための市内公園に係る現 

況把握」及び「（３）公園利活用方策案の作成」の評価点の合計が高い者を上位とする。 

これも同点である場合は、「（１）業務実施方針等」の評価点が高い者を上位とする。 

さらに同点である場合は、「（４）公園利活用検討委員会の運営支援」の評価点が高い者を上位と 

する。 

これによっても順位が決定しない場合は、６ 参加申込書等及び企画提案書等の提出」、（４）参

加資格確認及び企画提案書提出者の選定、に定める同点の場合の取扱いの例により、上位者を決定

する。 

（７）審査結果の通知 

審査結果は、すべての提案者に対し、書面又は電子メールにより通知する。なお、審査結果に関す

る異議申立ては受け付けない。 

９ 失格事項 
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提案者が次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

（１）参加資格要件を満たさないことが判明した場合 

（２）提出期限までに必要書類が提出されなかった場合 

（３）提出書類に虚偽の記載があった場合 

（４）委託料上限額を超える見積額を提出した場合 

（５）審査の公平性を害する行為があった場合 

（６）選定委員又は関係職員に対し、本プロポーザルに関する不正な接触を行った場合 

（７）その他、本実施要領に違反し、市が失格とすることが適当であると認めた場合 

 

１０ 契約 

（１）仕様書等 

本業務の仕様については、別途「和光市公園利活用のための検討業務委託特記仕様書」に定める 

 内容を標準とする。ただし、本業務の目的達成のため、優先交渉権者の提案内容に即し、和光市と 

優先交渉権者との間で協議を行った上で仕様書を確定させることとする。 

（２）契約の締結 

優先交渉権者から見積書を徴し、当該見積書の金額が予定価格の範囲内である場合には、和光市 

   契約規則（昭和４４年規則第１７号）の規定に基づき、随意契約を締結する。なお、優先交渉権者 

の決定から契約締結までの間に、優先交渉権者が参加資格要件を満たさなくなったとき、その他契 

約の締結が不適当と認められたときは、次点の者と同様の協議を行う。 

 

１１ 提出書類の取扱い 
（１）提出書類は返却しない。 

（２）提出書類の作成、提出、プレゼンテーション等に要する費用は、すべて提案者の負担とする。 

（３）提出された企画提案書等は和光市公園利活用のための検討業務委託に係るプロポーザル実施のた

めの資料であり、提出された企画提案書等に関する著作権等の主張は認めない。 

（４）提出期限後の提出書類の差替え、追加、訂正は原則として認めない。 

（５）提出書類は、本プロポーザル以外に使用しないが、和光市情報公開条例に基づく公文書として扱

う。 

（６）提案に含まれる特許権、実用新案権、意匠権、商標権等の日本国の法に基づいて保護される第三

者の権利となっている事業手法、工事材料、施工方法、維持管理方法等を使用した結果生じた責任

は、提案者が負うものとする。 
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１２ その他留意事項 

（１）本プロポーザルへの参加により、市が公表又は提供した資料について知り得た事項を、本プロ 

ポーザル以外の目的で使用してはならない。 
（２）本業務の実施に当たっては、特記仕様書、契約書、本実施要領、審査基準書、質問に対する回答

及び企画提案書の内容を遵守すること。 

（３）参加申込書提出後に辞退する場合は、辞退理由を記載した参加辞退届（様式１０）を提出するこ

と。 

（４）審査経過及び結果に対する異議申し立て、問い合わせ等には一切応じない。 

 

１３ 問い合わせ先 

和光市 都市整備部 公園みどり課 
所在地：〒３５１－０１９２ 埼玉県和光市広沢１番５号 

電話：048-424-9132 

電子メール：e0700＠city.wako.lg.jp 



審査
項目

審査事項 配点 審査の着目点

（１）
業務実施方針等

20

【本業務の確実な実施に向けて】
・各回の検討委員会の開催時期を踏まえ、調査、関係者ヒアリング、事例整理、方策案作成等を適切
  に配置した、実施可能な工程計画表となっているか。
・工程計画表に基づき、業務を確実に進めるための実施体制、役割分担、市との連絡調整等。
・調査結果や委員会意見を踏まえ、追加分析、資料修正、方策案の見直し等に対応。

（２）
公園利活用方策の検討に必
要な調査及び分析

30

【効果的な方策検討のための情報収集について】
・対象公園の基礎情報、地域特性、利用状況等を踏まえ、役割、利活用の可能性、制約条件及び管理
  上の課題等を比較・分析する考え方が示されているか。
・アンケート、関係者ヒアリング等について、市民ニーズ、利用上の課題、活動参加の可能性等を把
  握するための設計や問いかけの考え方。

（３）
公園利活用方策案の作成

30

【調査結果を活かした利活用方策案の具体化に向けて】
・素案の作成に向けて（２）の現況把握を踏まえ、利活用方策案の検討・作成のための考え方が具体
  的に示されているか。
・第２回・第３回検討委員会に向けた修正案について、方策案の再検討、令和９年度以降の事業実施
  及び評価につなげるための考え方が示されているか。

（４）
公園利活用検討委員会の運
営支援

10
【円滑かつ効果的な公園利活用検討委員会の運営支援】
・各回の検討委員会の目的及び到達点を踏まえ、議題構成、資料作成、論点整理等により、事務局に
  よる委員会運営を支援する具体的な提案がなされているか。

（５）
独自の提案事項

20 ・本業務の目的達成や成果の向上に資する独自提案が、実現可能な内容として提案されているか。

10
 ・プレゼンテーションは論理的かつ説得力ある内容か。
 ・質疑への対応は明快であるか。
 ・本業務への主体的かつ積極的な取組姿勢はあるか。

【提案事業者の評価】
類似業務の実績や成果を有
しているか

6 本業務と関連性のある業務実績及び検討委員会等の運営支援実績が確認できるか。

【配置人員に関する評価】
十分な知識や経験を有した
人員が配置されているか

4 本業務を適切に実施するために必要な資格、経験及び役割分担を有する人員配置となっているか。

10
評価点＝（最低見積金額／当該見積金額）×10
※小数点以下第ニ位を四捨五入し、小数点以下第一位までの値とする。

140

【注意】

企画提案書の作成方法は要領「６　参加申込書及び企画提案書等の提出　（８）企画提案書の作成方法」を参照すること。

公園利活用のための検討業務委託審査基準書

企
画
提
案
力

業
務
実
施
体
制

企画提案力及びプレゼンテーションは選定委員による審査、事業実施体制及び参考見積については事務局による書面による審査とする。

プレゼンテーション

優先交渉権者の選定方法については要領「８　審査及び選定方法　（５）優先交渉権者の選定」のとおりとする。

参考見積

合計



審査項目 配点

配置技術者 評価

２点
管理技術者
(1名)

Ａ　２点
Ｂ　１点

２点
照査技術者
(1名以上)

Ａ　２点
Ｂ　１点

計 4点

評価

Ａ

Ｂ

評価対象となるテクリス登録実績データ

評価対象年度　平成２８年度から令和7年度末までの実績

評価対象

業務分野

審査基準

配
置
人
員
に
関
す
る
評
価

配置人員の評価

資格

下記のうちいずれか
・技術士（総合技術監理部門・建設-都市及び地方計画）
・技術士（建設部門：都市及び地方計画）
・ＲＣＣＭ（都市計画及び地方計画）
・ＲＣＣＭ（造園）

　同上

評価対象業務

過去１０年間においてテクリス業務実績データにおいて2業務以上登録されている
こと。

過去１０年間においてテクリス業務実績データにおいて1業務以上登録されている
こと。

国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体が発注し完了した業務のうち、公園及び都市計画に関す
る内容を含むもの。

造園

業務段階

公園、緑地、広場、スポーツ・レクリエーション施設

都市・地域計画及び都市整備

都市・地域計画、都市施設

企画、調査・計画企画、調査・計画



審査項目 配点

評価 基本点

Ａ 6

Ｂ 4

評価対象となるテクリス登録実績データ

評価対象年度　令和３年度から令和7年度末までの実績

評価対象

業務分野

業務段階

公園、緑地、広場、スポーツ・レクリエーション施設

審査基準

提
案
事
業
者
の
評
価

６点

提案事業者の評価　　

評価対象業務

過去５年において
テクリス業務実績データにおいて５業務以上登録されているもの。

過去５年において
テクリス業務実績データにおいて2業務以上登録されているもの。

国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体が発注し完了した業務のうち、公園及び都市計画に関する内容を含むも
の。

都市・地域計画及び都市整備

都市・地域計画、都市施設

企画、調査・計画 企画、調査・計画

造園



実施 集計・取りまとめ

項目

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1. 計画準備・業務計画書作成

2. 市内公園の現状整理及び課題整理

3. 住民意向調査

4. 公園利活用方策の検討

5.公園利活用検討委員会 ◎ ◎ ◎

6. 報告書作成

7. 成果品提出 ◎

3月

公園利活用のための検討業務委託　業務スケジュール（案） 別紙１
※当該スケジュールは現時点の想定であり、業務の進捗、市との協議、検討委員会の日程調整等により変更が生じる場合がある。

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

第１回検討委員会に向けて

（現況把握を踏まえた利活用方策案の検討・作成）

第２回検討委員会に向けて

（令和９年度以降の実施・評価に向けた

整理）

第3回検

討委員会

に向けて

（最終案

の作成）

【主な議題】

現状及び地域特性の調

査・分析を踏まえた方

策素案に対する検討、

素案
修正案 修正案

（最終案）

第2回 第3回

市民祭り

第1回 【主な議題】第１回及び

現状及び地域特性の調

査・分析を踏まえた方策

案の検討次年度に向けた

実施事項の検討

【主な議題】第２回を踏

まえた、次年度以降の実

施事項、スケジュールの

確認


